


2015年度 2016年度
（見込み）

2017年度
（見通し）

対前年度比（%）

2016年度 2017年度

四

輪

車

 乗用車

 普通・小型四輪車 2,687,460 2,876,000 2,816,000 107.0 97.9

 軽四輪車 1,427,976 1,334,000 1,362,000 93.4 102.1

 計 4,115,436 4,210,000 4,178,000 102.3 99.2

 トラック

 普通車 167,498 176,000 177,000 105.1 100.6

 （うち大中型） 88,627 95,000 95,000 107.2 100.0

 小型四輪車 255,324 252,000 249,000 98.7 98.8

軽四輪車 385,352 385,000 380,000 99.9 98.7

 計 808,174 813,000 806,000 100.6 99.1

 バス 

 大型 5,538 6,500 7,400 117.4 113.8

 小型 8,586 8,800 8,900 102.5 101.1

 計 14,124 15,300 16,300 108.3 106.5

 合計 4,937,734 5,038,300 5,000,300 102.0 99.2

 登録車 3,124,406 3,319,300 3,258,300 106.2 98.2

 軽四輪車 1,813,328 1,719,000 1,742,000 94.8 101.3

年度 登録車 軽自動車

台数 ％ 台数 ％

1995 5,170,855 102.3 1,724,825 105.1

1996 5,561,608 107.6 1,726,352 100.1

1997 4,747,089 85.4 1,527,939 88.5

1998 4,213,480 88.8 1,653,302 108.2

1999 3,980,658 94.5 1,901,333 115.0

2000 4,119,274 103.5 1,854,165 97.5

2001 3,979,834 96.6 1,839,033 99.2

2002 4,043,464 101.6 1,820,196 99.0

2003 4,029,315 99.7 1,857,749 102.1

2004 3,939,733 97.8 1,880,989 101.3

2005 3,913,183 99.3 1,948,362 103.6

2006 3,587,929 91.7 2,030,616 104.2

2007 3,426,577 95.5 1,893,043 93.2

2008 2,891,902 83.3 1,808,877 95.9

2009 3,182,073 110.0 1,698,191 93.9

2010 2,972,348 93.4 1,628,787 95.9

2011 3,064,336 103.1 1,688,937 103.7

2012 3,237,690 105.7 1,972,600 116.8

2013 3,430,328 105.9 2,261,834 114.7

2014 3,123,980 91.1 2,173,131 96.1

2015 3,124,406 100.0 1,813,328 83.4

2016 3,319,300 106.2 1,719,900 94.8





ホワイト 34%レッド 6%

グレー 4%
ブラウン／ベージュ

5%

イエロー／ゴールド 1%
グリーン 1% その他 6%

シルバー
13%

ブルー 8%

ブラック 22%



需要産業区分 2016 年度需要実績 2017 年度予測数量 前年度比（%）
※見込み（千トン） （千トン）

建物 393 397 101.0
建築資材 71 72 101.0
構造物 103 104 101.0
船舶 120 118 99.0
道路車両 新車 208 210 101.0

補修 39 38 98.5
電気機械 41 42 101.5
機械 51 51 100.0
金属製品 121 124 102.5
木工製品 15 16 102.5
家庭用 30 31 101.5
輸出 80 81 101.0
路面標示 67 69 102.5
その他 72 73 101.0
合計 1,411 1,425 101.0
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レベル 概要 安全運転にかかわ
る監視、対応主体

運転者がすべてあるいは一部の運転タスクを実施
レベル 0（運転自動化なし） ・運転者がすべての運転タスクを実施 運転者
レベル 1（運転支援） ・システムの前後・左右のいずれかの車両制御にかかわ

る運転タスクのサブタスクを実施 運転者

レベル 2（部分運転自動化） ・システムが前後・左右の両方の車両制御にかかわる運
転タスクのサブタスクを実施 運転者

自動運転システムがすべての運転タスクを実施
レベル 3

（条件付き運転自動化）
・システムがすべての運転タスクを実施（領域限定的）
・システムの介入要求などに対して、予備対応時利用者
は、適切に応答することを期待

システム
（システム障害発

生時は運転者）
レベル 4

（高度運転自動化）
・システムがすべての運転タスクを実施（領域限定的）
・予備対応時において、利用者が応答することは期待されない システム

レベル 5
（完全運転自動化）

・システムがすべての運転タスクを実施（領域限定的で
はない）
・予備対応時において、利用者が応答することは期待されない

システム



協調分野 実現したい姿・取り組み方針

1 地図
自動走行用地図を迅速に整備。高速道路については方向性がおおむね合意。一般道について仕様などを各社協調して明確化し 2018 年度
から整備開始。同時に自動図化などコスト低減を推進。ダイナミックマップとしてのサービス向上のために、2018 年度にプローブデー
タ（GPS から得られる移動軌跡情報）の取り扱いを決定

2 通信インフラ 高度な自動走行の早期実現のための安全確保に向け、外部に向けて提供する機能（ユースケース）を設定し、適応インフラ・仕様、実証
場所を業界、国が協調して 2017 年度に決定

3 認識技術 海外動向に鑑み、最低限満たすべき性能基準とその試験方法を順次確立。また、開発効率を向上させるため、データベース整備、試験設
備や評価環境の戦略的協調を推進。走行映像データなどのセンシングデータ、ドライブレコーダー、運転行動データや交通事故情報の活
用目的を早期に明確化し、2020 年度までに運営体制を構築4 判断技術

5 人間工学 開発効率を向上させるため、開発・評価基準の共通化を推進。運転者の生理・行動指標、運転者モニタリング要件や安全な運転委譲のた
めの必要条件などを検討し、2017 年度から大規模実証実験を開始。その結果を含めて、グローバル展開を視野に国際標準化を推進

6 セーフティ 安全設計の開発効率化のため、共通の開発手法と評価方法を確立。安全に関する認証の目的・必要性の判断、国際的な性能基準としての
安全要件の検討を 2019 年度までに行ない、海外動向に鑑み、2019 年度に評価・認証体制を構築

7 セキュリティ 安全確保のための開発効率化のため、開発手法を共通化ならびに最低限満たすべきセキュリティ水準を 2016 年度に設定し、評価環境を
2019 年度に立ち上げ。さらに、2018 年度にインシデント対応に関する情報共有体制を構築

8 ソフトウェア人材 開発の核となるソフトウェア人材の不足解消に向け、発掘・確保・育成を推進。セキュリティ人材についても、産学官が協調して育成す
る仕組みの検討が必要

9 社会受容性 自動走行の効用・リスクを示した上で、国民のニーズに即したシステムを開発、社会実装にも必要な環境を整備。2018 年度をめどに効
用の提示、責任論を整理し、その後も状況に応じた検討を進め継続的に情報を発信









塗装実演
CAR BODY PAINTING

車輌関連実演
CAR BODY REPAIR

建築関連
ARCHITECTURE PAINTING

セミナー SEMINAR
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３Ｍ、フッキット、キュービトロンは、３Ｍ社の商標です。

カスタマーコールセンター

0570-011-211
8:45～17:15 ／月～金（土日祝年末年始は除く）
全国どこからでも市内料金でご利用いただけます

製品のお問い合わせはナビダイヤルで

Please Recycle. Printed in Japan. 
© 3M 2017. All Rights Reserved. 

オート・アフターマーケット製品事業部
http://www.mmm.co.jp/aad/
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※ 2： PSG : Precision-Shaped abrasive Grain  ※ 3： 当社比

３M™ キュービトロン™Ⅱ
精密成型砥粒（PSG※2) を使用した最高級※3研磨材。切れがいい・目が細かい・もちがいい、
シリーズ最高の研磨性能を求める方へ。

３M™ ブルー
セラミック砥粒を低番手に採用し、従来品である３M™ パープル研磨材と同様に低番手から  
高番手まで安定した高い研磨性能を発揮します。幅広い番手に高い研磨性能を求める方へ。

３M™ ゴールド
切れ・もち・目の細かさのバランスの取れたスタンダード研磨材。
コストパフォーマンス重視の方へ。

Go Blue for 
Abrasives Users.

3M™ フッキット™ ブルー サンディングペーパーは、３Ｍ社の新しいペーパー研磨材シリーズです。


